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「住むんだったら」「学ぶんだったら」「教えるんだったら」つがる市がいい！ つがる市教育委員会

教育委員会だより

つがる市教育委員会だより発行にあたって

つがる市教育委員会教育長 葛西 輔

昨年を振り返ってみますと、新型コロナウイルス感染症の

猛威の影響で、２度の臨時休業措置を余儀なくされました。

また、学校行事の縮小などもあり、子どもたち並びに保護者の皆様は、大変不

安で不自由な思いをされたことでしょう。このような状況の中でも、教育委員会

は学校と一丸となって「今できる最善の教育」を進めるため、エアコンの整備、

一人１台のコンピュータ（タブレット）の配備などに、取り組んで参りました。

施策を進めるにあたり、保護者並びに市民の皆様のご理解とご協力に改めて感謝

申し上げます。

さて、今年度から、つがる市型コミュニティ・スクールが本格実施され、つが

る市型地域学校協働活動も開始されます。この取組は、「つがる市の宝である子

どもたちは、学校・保護者・地域が一体となって育てていきたい」という願いで

すすめられるものです。そのために、「まずはつがる市の教育について市民の皆

様に理解を深めていただきたい。そして、積極的につがる市の子どもたちの教育

に参画していただきたい。」という思いで、この度つがる市教育委員会だよりを

発行することにいたしました。このコロナ禍で困難な時代だからこそ、全ての力

を結集して子どもたちを育てていきたいと思います。市民の皆様のご協力をよろ

しくお願い申し上げます。

成田 悦雄 委員 鳳至 英俊 委員 平田 昌子 委員 帯川 圭太 委員 佐藤勢津子 委員

（教育長職務代理者）
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◆今 年 度 の 特 色 あ る 主 な 取 組今 年 度 の 特 色 あ る 主 な 取 組◆

「未来を担う人と文化を育むまちづくり」を目指して、今年度教育委員会各課が取り組

む施策の中から、特色ある取組を取り上げて紹介します。

●教育設備の充実に関する事業

・整備された校内ネットワークと一人

１台のコンピュータ（タブレット）

の有効活用を図ります。

●学校と地域が一体となった学校づくりに関する事業

・今年度より全ての小・中学校でコミ

ュニティ・スクールへ移行し、地域

ぐるみの学校づくりをすすめます。

●つがる市型小中一貫・連携教育の推進事業

・英語教育、郷土学、キャリア教育を

柱として、学校と連携しながら調査

研究をすすめます。

●第80回国民スポーツ大会開催係る諸準備

・2026年開催に向けた、総合計画の策

定等と広報活動を行います。

教育総務課

●「確かな学力」に関する事業

・郷土学（縄文遺跡、チェスボロー

号遭難、一戸直蔵博士）に関する副

読本を制作します。

・中学生英語検定受験者に補助金を支

給します。

●「豊かな心と健やかな体」に関する事業

・困り感を抱える児童生徒を支援する

ために、教育相談室と適応指導教室

を「教育支援センター」に改称し、

機能の充実を図ります。

●「力量のある教職員」に関する事業

・コンピュータ（タブレット）を授業

で有効に活用するための研修の充実

を図ります。

指 導 課

●地域学校協働活動に関する事業

・地域と学校が連携協働して子どもを育てるしくみづくりをすすめます。

●図書館に関する事業

・子ども読書活動と地域の読書環境づくりの充実を目指し、取組をすすめます。

●(仮称)総合体育館建設に関する事業

・令和５年の完成を目指して、建設整備をすすめます。

●世界遺産登録推進事業

・今年度登録を目指す「北海道・北東北の縄文遺跡群」に関する取組をすすめます。

社会教育文化課
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◆ご入学・ご進学おめでとうございますご入学・ご進学おめでとうございます◆

新年度がスタートしました。子どもたちの健やかな成長

を支えるために、家庭、地域と共に、学校・教育委員会が

しっかりと手を携えていきたいと思います。

子どもたちが1日でも早く新しい環境に慣れるために、ご

家庭でもご配慮をお願いします。心配なことがあるときは、遠慮なくご相談ください。（相

談先は４ページをご覧ください）

今年度の市立小・中学校の体制は下記のとおりです。１年間よろしくお願いします。

＜学校一覧＞

学校名 校 長 教 頭 電 話

向陽小学校 木村 修治（つ市教委より） 岩谷 博喜 ４２－２０６３

穂波小学校 千葉 義幸（五所川原小教頭より） 白取知佳子（深浦小より） ４９－２１００

瑞穂小学校 桑村 哲二（穂波小より） 三和 貴道 ４２－６１６１

森田小学校 平山 和仁 三浦 博明（県生涯学習課より） ２６－３００１

柏 小学校 三上 高弘（稲垣小より） 渋谷 真 ２５－２００１

稲垣小学校 川崎惠美子（大間町奥戸中教頭より） 野呂 寿 ４６－２００４

車力小学校 佐々木康栄（穂波小教頭より） 小笠原崇浩 ５６－２００４

木造中学校 山谷 光寛 北川 一静（五市教委より） ４２－３２５０

森田中学校 竹内 明人（木造中教頭より） 乳井 秀樹 ２６－２０７４

柏 中学校 中道 人子（車力中より） 鎌田 健吾（深浦中より） ２５－２０２１

稲垣中学校 工藤 圭介（五市教委より） 南 公典 ４６－２０２２

車力中学校 三上 正志（鰺ヶ沢中より） 石岡 靖仁 ５６－２０２３

（注）育成小学校は、令和３年３月３１日をもって閉校し、在籍児童は森田小学校、向陽小学校、柏小学

校に転籍となりました
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◇その他の問い合わせ先◇

教育委員会は、市立小・

中学校や生涯学習に関する

事務を担当する事務局３課

に、公民館、給食センター、

体育館などをあわせた組織

で、教育に関わる仕事をし

ています。（左表のとおり）

ご不明なことなどありま

したら、お気軽にお問い合

わせください。

発行：つがる市教育委員会 教育総務課 TEL ０１７３－４９－１２０１

つがる市教育委員会「教育支援センター」のご案内

■教育相談

お子さんの心や体の発達のこと、学習や生活のこと、性格や行動のこと、学校に足が

向かなくなったなど、気になることがあったら、ご相談ください。

△

子ども、保護者、教員など、どなたでもご利用になれます。

△

相談内容については秘密を守ります。

△

相談の内容によっては、他の適切な機関をご紹介します。

■相談方法

専門の相談員が、相談にあたります。

方法 時 間 帯

電話
月曜日から金曜日 午前９時～午後５時

相談
（土日・祝日・年末年始を除く）

☎相談専用電話 0173-49-1204

来所
月曜日から金曜日 午前９時30分～午後５時

相談
（土日・祝日・年末年始を除く）

※予約制。まず電話でご相談ください。

※詳しくは、つがる市ホームページ⇒子育て・教育⇒つがる市教育相談・通所支援をご

覧ください。

＜教育支援センター＞

つがる市木造若緑５２

つがる市生涯学習交流センター

「松の館」１階 指導課内

課 名 主な業務 電 話

教育委員会の庶務、学校の施設設

備の維持管理、学校の統廃合、学

教 育
級編制、就学援助、教職員の人事

総務課
・服務・福利厚生、学校環境衛生、 ４９－１２０１

学校保健、学校給食、児童生徒の

健康診断、就学時健診、スクール

バス など

学校経営、教職員の研修、教科書 ４２－５５３２

指導課
採択、英語指導助手（ALT）、教育

相談、教育支援委員会、教育支援 相談専用

センター運営 など ４９－１２０４

社会教育施設の維持管理、公民館

社会教 事業、成人式、生涯学習・生涯ス

育文化 ポーツ、小・中学校体育大会派遣 ４９－１２００

課 費補助、文化財の調査・保護活用、

埋蔵文化財の発掘 など
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